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第８回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

令和６年９月27日(金曜日) 

            午前９時58分開議 

            午前11時10分閉会 

                    

本日の会議に付した事件 

(1)高速交通体系について 

(2)熊本都市圏交通について 

(3)付託調査事件の閉会中の継続審査につい 

て 

                    

出 席 委 員(16人) 

        委 員 長 緒 方 勇 二 

        副委員長 楠 本 千 秋 

        委  員 前 川   收 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 本 田 雄 三 

        委  員 坂 梨 剛 昭 

        委  員 南 部 隼 平 

        委  員 住 永 栄一郎 

        委  員 斎 藤 陽 子 

委  員 星 野 愛 斗 

欠 席 委 員(なし） 

委員外議員(なし) 

                    

説明のため出席した者 

企画振興部 

         部 長 富 永 隼 行 

交通政策・統計局長 森 山 哲 也 

首席審議員兼交通政 

策課長       坂 本 弘 道 

空港アクセス鉄道 

整備推進課長     猪 原 英 次 

土木部 

                 部 長 宮 島 哲 哉 

道路都市局長 菰 田 武 志 

道路整備課長 奥 山 和 弘 

都市計画課長 松 田 龍 朋 

警察本部 

交通部長 内 田 義 朗 

交通規制課長 井 上 賢 二 

                    

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 川 中 誠 一 

政務調査課主幹 時 吉 啓 通 

                 

午前９時58分開議 

○緒方勇二委員長 それでは、ただいまから

第８回高速交通ネットワーク整備推進特別委

員会を開催します。 

 なお、本日の委員会に１名の傍聴の申出が

ありましたので、これを認めることといたし

ます。 

 本委員会は、インターネット中継が行われ

ます。委員並びに執行部におかれましては、

発言内容が聞き取りやすいように、発言の際

にはマイクを自分の口元にしっかり向けて、

明瞭に発言をいただきますようお願いいたし

ます。 

 それでは、付託事件の審査に入ります。 

 まず、富永企画振興部長から総括説明をお

願いします。 

 

○富永企画振興部長 おはようございます。 

 委員会の開会に当たりまして、執行部を代

表して御挨拶を申し上げますとともに、本委

員会の付託案件の概要について御説明いたし

ます。 

 まず、高速交通体系に関する件でございま

す。 

 高規格道路の整備につきましては、国が進
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める熊本天草幹線道路の宇土道路において、

７月に糖塚山トンネルが貫通いたしました。

今後とも、国や地元自治体との連携を図りな

がら、90分構想の実現に向け、本道路の整備

に全力で取り組んでまいります。 

 次に、阿蘇くまもと空港についてでござい

ます。 

 国際線につきましては、現在、台北線、ソ

ウル線、香港線合わせて週23便が就航してお

りますが、これに加え11月７日からアシアナ

航空による熊本―ソウル線が週３便で運航を

再開することが決定しております。さらに、

韓国・イースター航空により、12月19日から

熊本―釜山線を毎日１便運航することが９月

20日に発表されたところであり、国際線ネッ

トワークの充実が進んでおります。 

 また、空港施設につきましては、現在第２

期工事が行われており、10月26日には空港利

用者に限らず、どなたでも利用できる飲食店

や公園などの施設からなるそらよかエリアが

開業する予定です。 

 次に、空港アクセス鉄道についてでござい

ます。 

 去る７月29日に、半導体関連産業の集積促

進に関する社会資本整備に係る特別要望とし

て、地域産業構造転換インフラ整備推進交付

金の対象化など、空港アクセス鉄道の整備及

びＪＲ豊肥本線機能強化に対する最大限の財

政支援を要望しました。また、環境アセスメ

ントに関する方法書の縦覧を先月13日から今

月12日まで行うとともに、関係町村において

住民説明会を開催しました。引き続き、事業

化に向けて取組を進めてまいります。 

 次に、熊本都市圏交通に関する件でござい

ます。 

 都市圏の渋滞対策について、県では熊本市

と７月18日にトップ対談を開催しました。都

市圏渋滞の課題を共有するとともに、自動車

１割削減、渋滞半減、公共交通２倍をキーワ

ードに、渋滞解消に取り組んでいくことを確

認しました。 

 また、８月19日には熊本県・熊本市調整会

議において、都市圏の渋滞解消に向けた協議

を行い、信号制御と連携した交差点改良や公

共交通の利用促進、さらに、抜本策となる道

路ネットワークの強化等について、引き続き

スピード感を持って取組を進めていくことな

どを確認しました。 

 早速、すぐにできる取組として、９月２日

から県、市合同で時差出勤やテレワークに取

り組んでいるところです。 

 今後、年内を目途にハード、ソフト両面に

おいて、対策の方向性をお示しできるよう検

討を進めてまいります。 

 以上、概要を御説明いたしましたが、詳し

くは担当課長から説明を申し上げます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○緒方勇二委員長 それでは、事業概要等の

説明を求めた後、質疑を受けたいと思いま

す。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明は

着座のまま、簡潔にお願いします。 

 では、執行部から説明をお願いします。 

 

○奥山道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 お手元の本委員会の資料につきましては、

全体で63ページとなっており、変更した箇所

を中心に御説明いたします。 

 なお、変更部分につきましては、資料にア

ンダーラインを引いておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、資料の７ページをお願いしま

す。 

 九州中央自動車道についてでございます。

現状の欄をお願いします。 

 ２つ目の丸の２ポツ目ですが、山都―延岡

間のうち、令和４年度に事業化された矢部清

和道路について調査設計が進められるととも
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に、７月から用地買収に着手されておりま

す。 

 13ページをお願いいたします。 

 中九州横断道路です。現状の欄をお願いい

たします。 

 ５つ目の丸ですが、大津熊本道路のうち、

令和４年度に事業化された大津西―合志間に

ついて調査設計が進められるとともに、７月

から用地買収に着手されております。 

 15ページをお願いいたします。 

 熊本環状道路です。現状の欄をお願いしま

す。 

 １つ目の丸の３ポツ目ですが、熊本西環状

道路のうち、令和４年度に事業化された砂原

工区について調査設計が進められるととも

に、用地買収に着手されております。 

 16ページをお願いいたします。 

 熊本天草幹線道路でございます。現状の欄

をお願いします。 

 １つ目の丸の２ポツ目ですが、国の施行区

間の宇土道路において、７月21日に糖塚山ト

ンネル工事の貫通式が開催され、開通に向

け、工事が鋭意進められております。 

 23ページをお願いいたします。 

 (3)建設促進活動です。各路線の要望活動

を記載しております。 

 ６月の本委員会以降の主な活動内容につい

て御説明いたします。 

 まず初めに、①の九州中央自動車道です。 

 ７月８日に建設促進協議会の総会を開催し

ております。７月22日、九州中央３県議員連

盟の皆様により、九州地方整備局に対し要望

活動が行われております。また、少し下段に

なりますが、８月22日には同じく議員連盟の

皆様により、財務省、国土交通省に対し要望

活動が行われております。 

 戻りまして、７月22日に熊本、大分、宮崎

の九州中央３県の知事により、財務省、国土

交通省及び自民党本部に対し、九州東西軸の

強化の要望活動を行っております。 

 ８月20日に熊本県と宮崎県及び両県期成会

により、建設促進地方大会を山都町で開催し

ております。 

 24ページをお願いいたします。 

 南九州西回り自動車道です。 

 ７月16日に熊本、鹿児島両県、期成会、県

南振興議員連盟により、財務省、国土交通省

に対し要望活動を行っております。７月17日

及び７月25日から26日にかけて、熊本県建設

促進期成会の会長である水俣市長ほか、沿線

首長、県議会議員の皆様により、九州地方整

備局、財務省、国土交通省及び県選出国会議

員に対し要望活動が行われております。 

 25ページをお願いいたします。 

 中九州横断道路です。 

 ７月５日に熊本、大分両県期成会の会長、

副会長である阿蘇市長、竹田市長により、財

務省、国土交通省及び県選出国会議員に対し

要望活動が行われております。７月25日に

は、熊本県と大分県の両県期成会による総会

が開催されております。７月22日及び８月22

日の九州中央３県議員連盟の要望、７月22日

の九州中央３県による九州東西軸の強化の要

望につきましては、先ほど御説明しました九

州中央自動車道と併せて実施されておりま

す。 

 26ページをお願いいたします。 

 熊本天草幹線道路でございます。 

 ７月11日及び７月30日から31日にかけて、

期成会の会長であります天草市長ほか、沿線

首長、県議会議員の皆様により、九州地方整

備局、財務省、国土交通省及び県選出国会議

員に対し要望活動が行われております。 

 27ページをお願いします。 

 有明海沿岸道路でございます。 

 ８月１日に熊本県期成会の会長、副会長で

ある熊本市長、荒尾市長により、熊本河川国

道事務所に対し要望活動が行われておりま

す。８月６日及び８月20日から21日にかけ

て、同期成会により九州地方整備局、財務
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省、国土交通省及び県選出国会議員に対し要

望活動が行われております。８月20日に有明

海沿岸インフラ整備３県議会連絡会議の皆様

により、財務省、国土交通省及び県選出国会

議員に対し要望活動が行われております。 

 28ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏３連絡道路でございます。 

 現在、都市部における大規模な道路計画立

案のノウハウを有している国の技術的な支援

をいただきながら、県、市一丸となって、ル

ート帯や主な道路構造など、調査、検討を進

めております。アンダーラインはございませ

んが、11月ごろ、熊本都市圏３連絡道路建設

促進協議会として、国土交通省及び県選出国

会議員に対し要望活動を行う予定でございま

す。 

 29ページをお願いいたします。 

 最後に、道路整備によるストック効果のＰ

Ｒ活動でございます。 

 一覧表下段の部分ですが、８月24日にイオ

ンモール熊本においてＰＲ活動を行っており

ます。 

 以上が建設促進活動となります。引き続

き、県内の道路整備の必要性をしっかりと国

に訴えてまいりたいと考えております。 

 今後も、委員の皆様のお力添えをいただき

ながら、予算の獲得、各路線の整備推進に向

け取り組んでまいりますので、よろしくお願

いいたします。 

 道路整備課は以上でございます。 

 

○坂本交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 引き続き、資料30ページをお願いいたしま

す。 

 航空路線の利用促進について御説明いたし

ます。 

 まず、30ページにつきましては、旅客数の

状況について、昨年度までの数字を記載して

おります。前回と同様でございます。 

 31ページの上段に、直近の旅客数を記載し

ております。４月から８月までの月別の数字

でございますが、国内線につきましては、前

年度をやや上回る程度のペース、足しますと

そのぐらいの数字で推移をしておる状況でご

ざいます。国際線につきましては、就航便数

が大幅に増加いたしましたことから、前年度

に比べますと３倍から４倍の数字、概ね月間

３万人前後の数字で推移をしている状況でご

ざいます。 

 続きまして、32ページをお願いいたしま

す。 

 上段、国内線の状況としては、４月から８

月までの旅客数、これをコロナ前と比較しま

すと、95.2％という回復状況でございます。 

 参考―４で、個別の路線別の利用率、いわ

ゆる搭乗率を記載しております。 

 東京線につきましては、羽田、成田合わせ

まして71.8％、大阪線が72.3％、名古屋で5

7.1％、全体でちょうど70％という搭乗率の

状況でございます。 

 33ページの一番下、今後の取組につきまし

て、静岡線、今、季節運航になっております

ので、定期運航への再開への働きかけ、それ

から新規路線のチャーター便の造成等に今後

も引き続き取り組んでまいります。 

 おめくりをいただきまして、34ページをお

願いいたします。 

 国際線の現状についてです。 

 最近の動向といたしまして、下に３つ下線

を引いております。 

 まず、スターラックス航空の台北線につき

まして、10月27日から機材の大型化という形

で発表がされております。具体的には、小型

機のＡ320neoという座席数が188人の小型機

でございますが、それを10月27日から330、

ワンクラス上で中型機と呼ばれる座席数が29

7の機種に変更をいただくことが決定してお

ります。 

 また、韓国につきましては、アシアナ航空
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さんが、11月７日からソウル線を週３便、

月、木、土の予定でございます。運航再開を

発表いただいております。アシアナ航空のソ

ウル線につきましては、平成28年の熊本地震

以来の再開という形になります。さらに、韓

国のＬＣＣ航空でございますが、イースター

航空さんが、熊本―釜山線を12月19日からデ

イリー運航していただくということで発表を

されております。 

 35ページに、参考の表として総括の状況を

つけております。新たに釜山線、路線でいき

ますと加わりまして、現在、ソウル、釜山、

台北、香港、この４路線で週換算しますと合

計で33便、12月からでございますけれども就

航するという予定でございます。 

 ここから37ページまでにつきましては、個

別の路線のこれまでの状況でございますので

割愛をさせていただいて、38ページをお願い

いたします。 

 航空物流機能の状況についてでございま

す。 

 実績数については前回の報告と同様でござ

いますが、現在、一番下の箇所、国際貨物に

対応する緊急の上屋整備ということで、昨年

度補正予算で措置いただいております支援事

業につきまして、熊本国際空港株式会社にお

いて、年度内の竣工を目指して鋭意準備を進

めているところでございます。 

 続きまして、空港の民間委託の状況という

ことで、おめくりをいただきまして40ページ

をお願いします。 

 41ページの上段に下線を引いております

が、冒頭挨拶でもございましたように、第２

期オープンゾーンとして、そらよかエリア、

これが10月26日に開業式典を開催されること

が決定をしております。あわせまして、いわ

ゆるダイニングゾーン、お食事ができる場所

で、10月４日にロイヤルホストさん、10月26

日、式典、開業日に合わせまして、タピオ

カ、台湾まぜそば、それから菅乃屋さんがオ

ープンするという予定でございます。あわせ

まして、ビジターセンターゾーンにつきまし

て、肥後銀行さんのＳＤＧｓ教育テーマパー

クが同日にオープンするという予定でござい

ます。 

 おめくりいただいた42ページが、会社の報

道ベース、資料ベースではございますけれど

も、イメージパースということで、パークの

風景等を掲載させていただいております。 

 それから、少し飛びまして、資料56ページ

をお願いいたします。 

 公共交通の利用促進に関しての交通政策課

の取組といたしまして、下線を引いておりま

す。先日、バス事業者の会見がなされました

けれども、10月から来年２月までの５か月

間、くまモンのＩＣカードを活用しまして、

バス、市電、電鉄電車のオフピーク、いわゆ

る午前９時以降に降りられる場合、あと土日

が半額という実証実験を実施いたします。こ

れにつきましては、６月補正で議決をいただ

いた県の支援予算を活用して行う取組でござ

います。 

 交通政策課については以上です。 

 

○猪原空港アクセス鉄道整備推進課長 少し

ページをお戻りいただきまして、45ページを

お願いします。 

 (3)空港アクセス改善についてでございま

す。 

 46ページをお願いいたします。 

 今年度の主な取組の経過で、空港アクセス

鉄道の整備に係る直近の動きを御報告いたし

ます。 

 ３つ目の丸ですが、冒頭の総括説明でもあ

りましたとおり、７月に半導体関連産業の集

積促進に関する社会資本整備に係る特別要望

としまして、道路整備や下水道関係などとと

もに、地域産業構造転換インフラ整備推進交

付金の対象化など、空港アクセス鉄道の整備

及びＪＲ豊肥本線の機能強化に対する最大限
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の財政支援を求める要望を行いました。 

 次に、４つ目の丸ですが、先月13日から今

月12日まで、環境アセスメントに関する方法

書を縦覧、公表しますとともに、先月20日か

ら23日に、関係町村で住民説明会を行いまし

た。方法書に対する御意見の提出期限を昨日

26日までとしておりましたので、今後、いた

だいた御意見を集約し、都市計画決定の許可

権者でございます都市計画課と連携しながら

手続を進めてまいりたいと思っております。 

 次に、５つ目の丸ですが、県民の理解を深

めるための各種広報活動といたしまして、県

立図書館でのパネル展示を行いました。 

 最後に、下段、今後の取組でございます。 

 空港アクセス鉄道の事業化に向けた検討を

深度化しますとともに、２つ目の丸ですが、

ＪＲ九州とは空港アクセス鉄道の協議に加

え、ＪＲ豊肥本線の輸送力強化についても検

討をすることとしております。 

 空港アクセス鉄道整備推進課は以上でござ

います。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課です。 

 52ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏総合交通体系調査についてで

す。 

 中段のスケジュールを記載し、示しており

ます。今年度は現況分析、将来予測を行って

いるところであり、関係行政機関、学識経験

者、交通事業者、経済団体等で構成する協議

会で議論を重ねており、令和７年度を目標

に、新たな都市交通マスタープランの策定を

目指しております。 

 53ページをお願いいたします。 

 今後の取組のところですが、パーソントリ

ップ調査から得られたデータを基に、都市圏

の交通問題、課題について現況分析を進め、

協議会の場で一般集計の結果等を公表してい

くこととしております。 

 ページ飛びまして63ページをお願いいたし

ます。 

 4)の渋滞解消推進本部についてでございま

す。 

 令和６年７月18日に、熊本市の大西市長と

トップ会談を開催いたしました。都市圏渋滞

における課題や取組の方向性について意見交

換し、県、市が共通の認識の下、自動車１割

削減、渋滞半減、公共交通２倍をキーワード

に、国とも連携しながら、渋滞解消に取り組

んでいくことを確認しております。 

 また、令和６年８月19日に開催しました熊

本県・熊本市調整会議では、都市圏の渋滞解

消に向けた取組について協議しております。 

 信号制御と連携した交差点改良や公共交通

への利用促進に向けた取組を着実に実施して

まいります。また、抜本策となる道路ネット

ワークの強化などについても、引き続きスピ

ード感を持って進めていくことなどを確認し

ております。 

 年内をめどに、周辺自治体を含め、渋滞対

策の方向性や新たな対策を示すことを確認し

ております。 

 そして、まずは、すぐにできる取組とし

て、９月２日から県、市合同で、時差出勤や

テレワークの取組を推進することを確認しま

した。これについては、県、市合わせて１日

4,000人を目標に、現在実施中でございま

す。 

 最後に、今後の取組でございますが、渋滞

対策については、熊本市以外の周辺自治体と

も連携しながら、都市圏全体で取組を進めて

まいります。 

 都市計画課は以上です。 

 

○緒方勇二委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入ります。何か

ありませんか。 

 

○前川收委員 １つは、ＪＲ豊肥本線の輸送

力強化ということで、私も７月には党本部を
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はじめいろんなところに、官邸にも知事と一

緒に行ってきました。その折には、アクセス

鉄道に対するお願いと、それから、現状、Ｊ

Ｒ豊肥本線が東京都内よりも朝夕の混雑は激

しいんだという実例も含めて説明をしなが

ら、ぜひＪＲ豊肥本線の輸送力強化について

も，しっかり取組を御協力いただきたいとい

うお願いをさせていただいております。 

 新たな交付金制度、つまり、ＴＳＭＣを含

めた新たな国の政策に対して生まれてきた事

業に対する交付金制度の中には、鉄軌道のこ

とは、中にまだ含まれていないというのが現

状でありまして、具体的計画ができてから年

度ごとにきちっとそれは見ていただけるとい

うようにお願いをするというのが，今の立場

だというふうに思っております。 

 先日、新聞に、ＪＲ豊肥本線の輸送力強化

の具体的な内容についてお示しをいただいて

おりまして、複線化の話も含めて出ていたよ

うでありますので、そういう思いがＪＲと協

議があるのであれば、ぜひその内容について

我々にも教えていただきたいというふうに思

います。どういうものを考えているのかとい

うことについて、教えていただきたいと思い

ます。 

 それともう１つは、空港の新しい２期工事

が完成して、そらよかパークがオープンする

ということでありますが、従前、熊本空港は

すばらしい、いい空港だと思ってますけれど

も、なかなかビジターの皆さん方が、飛行機

に乗らないビジターの人たちが食事をするの

に困るという苦情もいただいておりました。

今回このことがオープンすることによって、

随分解消されるかなと期待をいたしておりま

す。やっぱりこれはしっかり広報して、宣伝

をすることが大事だというふうに思ってます

けれども、その取組をお聞かせください。 

 以上２点です。 

 

○猪原空港アクセス鉄道整備推進課長 １点

目のＪＲ豊肥本線の輸送力強化について、内

容を御説明したいと思います。 

 委員御指摘のとおり、新聞記事には、我々

が空港アクセス鉄道の整備促進と豊肥本線の

輸送力強化の特別要望を実施した、その内容

を取材されまして、そして、ＪＲ九州にも独

自取材をされておりまして、そのタイミング

で取材を基に公表されたものでございますけ

れども、我々としてもタイトルにあったよう

な一部複線化とか、そういったものの個別計

画をきちっと持っているものではございませ

ん。今後、ＪＲ九州とまた検討を開始してい

くというような状況でございます。 

 我々の今の考え方を若干御説明しますと、

ＪＲ豊肥本線は、今現在においても、朝夕の

通勤通学の時間帯、非常に混雑が常態化して

いるような状況でございます。輸送力の強化

というのは、これはもう待ったなしの喫緊の

課題だというふうに認識をしております。 

 さらに、今後、ＪＡＳＭの第１工場の稼働

や、第２工場やソニーの合志工場の着工な

ど、さらにはその他の半導体関連企業の集積

等が予想され、加えて、豊肥本線沿線の自治

体によるまちづくり、これも加速化していく

ことが想定されておりますので、ますますＪ

Ｒ豊肥本線の混雑率の悪化というのが懸念さ

れるような状況であると思っております。 

 ＪＲ九州とは、空港アクセス鉄道の整備を

検討していく中で、豊肥本線の輸送力強化に

ついても意見交換をしているところでござい

まして、その豊肥本線の輸送力強化について

検討するということは、共通の認識でござい

ます。 

 県としましても、特にＪＲ豊肥本線の輸送

力強化が図られますと、空港アクセス鉄道を

整備した際も、その利便性の向上には非常に

効果的であると考えておりますので、今はま

だＪＲ九州とは担当レベルでの検討にはなっ

ておりますけれども、今後、豊肥本線の輸送

力強化について検討を進めてまいりたいと考
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えております。 

 以上でございます。 

 

○坂本交通政策課長 空港のそらよかエリア

の広報に関する御質問でございます。 

 委員御指摘のとおり、これまでやはり、県

民の皆様にも非常に十分に御満足いただけな

かった部分がようやく今回整うということ

で、県、会社挙げて、これはきちんと県民の

皆様にＰＲをするということで、県もいただ

いた予算で早速、広報の発注をもう済ませて

おります。それから、その一過性に終わらず

に、続けて来ていただけるような形でのＰＲ

ということで、テレビはもちろんですけれど

も、あらゆるメディア、ＳＮＳ等を通じて、

引き続き、会社の広報と連携をしながら広く

周知を、まずは10月26日スタートの段階でき

ちっと取っていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 まずは鉄道の話なんですけれ

ども、ＪＲ豊肥本線の機能強化というのは、

当然これはもう必要なことだということは、

私も６月の代表質問でも自ら質問させていた

だいて、早くやっていただきたいというお話

をさせていただきました。 

 方法論としては、今お話があった複線化と

か、駅をちょっと延ばしてやるとか、いろん

な話としてはあってたというふうに覚えてま

すけれども、より具体的な話になってるのか

なというのを、あの新聞というか、マスコミ

の報道を見れば、多分私だけじゃなくて、誰

でもそう思っただろうと、期待も含めてです

よ、そう思いました。県としては、検討段階

ということであろうかと思いますが、これ

は、多分アクセス鉄道をつなごうがつなぎま

いが、豊肥本線そのものの今の混雑というの

はもう変わらないわけでありまして、そのこ

とを前提に考えれば、やっぱり前に進めてい

かなければならない、というふうに思ってま

す。  

ただ、既存路線のＪＲの在り方、ＪＲとの

交渉というのは、しっかり慎重にやってもら

わなきゃいけない。やるべき目標をちゃんと

共有するのは当然です。事業主体をどうする

のかという部分については、既に営業されて

いるＪＲが、その営業路線の中にあって、そ

ういう混雑が生まれているという状況には、

一般的にはやっぱり事業者ベースでやるとい

うのが普通だろうというふうに思います。 

 アクセス鉄道に寄与する部分をどう見るか

という複雑な部分はあろうかと思いますが、

今も、御存知のとおりでありますが、豊肥本

線の熊本駅から大津駅までは電化されていま

す。上にケーブルが走って、電化されてます

ね。大津駅から大分方面には、これはもう今

でもディーゼルで動いてる、電化されてな

い。あの電化した事業は、ＪＲが使ってはい

ただいていますけれども、別会社を県がつく

って、ＪＲも出資してるかどうか知りません

が、県がつくって、その施設は今も県の外郭

的な会社の所有になってて、ＪＲに貸し付け

ているという状況で、使用料をいただくとい

うやり方を今でもやっているわけですね。豊

肥本線、あの区間に関しては。どうもそのこ

とが少し気になっておりまして、やっぱりＪ

Ｒの主体性というものは、それはそれとして

整理をしながら、微妙な部分だということは

よく分かりますけれども、そのことはしっか

り取り組んでいただければ、というふうに思

ってます。そのことの考え方について、まだ

整理されているかどうか分かりませんが、そ

の協議を始めていけば、多分、県でお願いし

ますとか、国費でお願いしますとかという話

がすぐに出てくるんだろうと思います。それ

は、県のお金は県民の税金でありますから

ね、そう簡単に、はい、はいという話ではな

いと思いますし、国から出てくる交付金も、

これは制度上どうなるか分かりません。もし

可能で、出していただける、御協力をいただ
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けるということになった場合には、県を通じ

ての話なのか、直接ＪＲなのかはちょっとま

だ分からないということであります。当然国

からのお手伝いをお願いする、そのスタンス

は変わらないということでありまして、アク

セス鉄道にもそうでありますし、豊肥本線の

機能強化も同様だというふうには思ってます

が、これからより具体的な話が既に報道され

たというこの前提において、取り組む姿勢に

ついてお答えをいただければと思います。 

 

○富永企画振興部長 大変重要な御指摘、御

指導いただいたと認識しております。 

 ＪＲ豊肥本線、既に非常に混雑が常態化し

ておりまして、その輸送力の強化が必要であ

るという認識は、非常にそれは重要なことだ

と認識しております。 

 一方で、現在、このＪＲ豊肥本線、事業主

体はＪＲ九州が運行している路線でありまし

て、まずは、この混雑解消にＪＲ九州が主体

的に取り組んでもらうということが非常に大

事だと考えておりまして、県としましては、

このＪＲ九州が主体的に混雑解消に取り組む

よう、積極的に働きかけてまいりたいと考え

ております。 

 ＪＲ九州とは、輸送力強化について事務レ

ベルで、様々な可能性について協議を行って

いるところではありますけれども、その事業

主体の責任でありますとか、財政支援等のこ

とについては、非常に慎重に協議を行い、ま

た、この委員会の場でもしっかりと議論しな

がら進めていきたいと考えております。 

 今後とも、ＪＲ九州との協議、検討を深め

るに当たっては、しっかりと輸送力強化が実

現できるよう、そして、ＪＲ九州に事業主体

としての主体性を発揮してもらうよう働きか

けてまいりたいと考えております。 

 

○前川收委員 ぜひそういう姿勢で取り組ん

でください。最初から県の責任ですとか、国

の責任ですとかということじゃなくて、ＴＳ

ＭＣインパクトというのは、私がこの委員会

の中でお話しした話でありますが、確かにそ

のインパクトがあることは事実であります

し、そのインパクトによって、結果として豊

肥本線が、それだけではありませんけれど

も、増えてきたということもこれは事実だろ

うというふうに思います。 

 その部分をどう公共が担うかという微妙な

ところであろうかと思いますので、そこはし

っかり慎重に、しかも前向きにお取組をいた

だければというふうに思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 ちょっとすみません、空港の話。ぜひ、あ

れだけ大きな期待感とそれだけの巨費を投じ

て造っていただいた空港であります。ユーザ

ー、飛行機に乗るために使ってる人間から見

れば、とても便利になったというふうに喜ん

でおりますが、一般のビジターの方がなかな

か不便だというのはちょっと嫌な話でありま

すから、その辺をどうカバーするかというこ

とがとても大事だと思います。 

 まずは、やっぱり多くの県民の皆さん方に

知っていただくということ、これが一番大事

だと思いますので、広報に力を入れてくださ

い。 

 以上です。ありがとうございました。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑は。 

 

○鎌田聡委員 ちょっと関連しますけれど

も、豊肥本線の機能強化も重要なポイントだ

と思います。ぜひ、利便性向上に向けて、し

っかりとＪＲと議論していただきたいと思い

ます。 

 あわせて、複線化も非常に重要ですけれど

も、安全対策ですね。私もちょっと議会で申

し上げましたけれども、やっぱり事故が比較

的豊肥本線は多いということで、そのことに

よって、かなり止まったりとか、そういった
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状況も多いですから、そういった安全対策の

面もＪＲとしっかりとお話を進めていただき

たいということを、これはまず要望しておき

ます。 

 それと、空港アクセス鉄道のアセスの話が

出ました。昨日まで意見をいただいたという

ことでございますが、どのくらいの意見が出

ているのか教えていただきたいと思います。 

 

○猪原空港アクセス鉄道整備推進課長 今住

民説明会は実際もう行っているんですけれど

も、昨日までに意見の集約を行ってます。今

集約中ですけれども、件数的には、３人の方

から、件数としては４件というふうに伺って

ます。 

 

○鎌田聡委員 どのような意見かちょっと分

かりませんけれども、しっかりと対応をして

いただくことと、後は、やっぱり具体的な線

形あたりが出てこないと、なかなか意見も出

づらい部分もあるのかなと思っております。

これから準備書とか段階が進んでまいります

ので、今年度中には、多分線形とか、そうい

ったものが出てくると思いますが、そういっ

たものも示しながら、しっかりと住民説明を

行っていただきたいと思います。 

 

○緒方勇二委員長 よろしいですか。 

 

○鎌田聡委員 もう１点いいですか。 

 

○緒方勇二委員長 はい、どうぞ。 

 

○鎌田聡委員 すみません。63ページの県、

市の渋滞解消に向けた調整会議の話の中で、

これからの目標が、自動車１割削減と渋滞半

減、公共交通２倍ということで、これを目標

にということでありますけれども、実際公共

交通がどれだけこの場合できるかどうか、で

きればそれはもう大変渋滞解消できると思い

ます。そのためにはやっぱり自動車も１割削

減でいいのかとか、若干目標値については思

いますけれども、９月から県、市で時差出勤

とかやられてます。実際、ノーマイカーデー

というのが前あったと思いますが、今どれだ

け進んでるのか。まずそういった自動車を抑

制する取組もしっかり進めていただくこと

と、もう一つは、時差出勤もいいけれども、

やっぱり公共交通を使ってもらうためには、

公共交通を利用促進する日を県、市でしっか

りと取り組んでいただきたいと思います。公

共交通を使うことによって、通勤でどれだけ

不自由なのかどうなのか、公共交通がです

ね。そういうのも実感できると思いますけれ

ども、こういった公共交通の日的なやつはや

らないんでしょうか。 

 

○坂本交通政策課長 まず、公共交通の利用

促進の部分からお答えをいたします。 

 まず、先ほど少し御説明をいたしましたけ

れども、10月から取り組むオフピークを安く

乗れるという部分。これにつきましては、こ

の渋滞解消の流れの中で、交通事業者とし

て、いろいろな利用促進がありますけれど

も、渋滞解消に少しでもつながるような、数

字としてどこまで出るか分からないんです

が、そういったものも加味してやっていこう

ということで、県、市共に相談しながら、今

回初めて県の予算を使ってという、こういう

形で初めて実施するものでございます。 

 また、あわせまして、先ほど委員御指摘の

ありました無料の日とか、100円の日とか、

そういった部分については、熊本市のほうで

も予算を確保して、これから秋冬に向けて計

画をされているということで、その辺りの連

携。それからさらにどういった形が利用につ

ながるのかというのを、この実証実験とかを

しっかり分析をしながら頑張ってまいりたい

と考えております。 

 それと、時差出勤に関しましては、今回一
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般質問答弁でもありましたけれども、ここま

で県、市が連携して目標を掲げて大規模にや

るという取組については、我々としても初の

試みだと認識しておりますので、まずはしっ

かりと実績を把握して、それの効果であった

り、アンケート等による職員の体感も含めた

効果を検証しながら、できれば民間にも広げ

て、少しでもピーク時の渋滞の解消につなが

ればということで進めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 時差出勤は分かりました。公

共交通を利用促進するような働きかけを、職

員さん向けにやっていただきたいなと。で、

言いましたように、なかなか通勤には使いづ

らいということであれば、やっぱりそこを改

善していく、公共交通２倍とうたってますか

ら、そういったところにつなげていくために

も、そういった取組も今後ぜひ県と市とやっ

ていただきたいと思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

 

○坂本交通政策課長 御指摘のとおり、車か

ら公共交通に変えられる職員の方には、ぜひ

そういった取組を進めてまいりたいと思いま

すので、今回のいろんなアンケートとかの中

でも、そういった部分も含めまして、できる

方はそういった形でやっていただくという働

きかけを強力に進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 ぜひよろしくお願いしたいと

思います。 

 もう１点いいですか。 

 

○緒方勇二委員長 はい、どうぞ。 

 

○鎌田聡委員 ＩＣカードの話ですね。12月

末で、バス事業者は、もう全国系は使えない

ということですよね。 

 

○坂本交通政策課長 スケジュールに関しま

しては、今、最終調整中でございますけれど

も、一定期間、全国系のＩＣカードを使えな

い時期は今年度発生するということでござい

ます。 

 

○鎌田聡委員 ちょっと聞くところによりま

すと、くまモンＩＣカードは使えますけれど

も全国ＩＣが使えなくなって、クレジットカ

ード決済に移るまでの間が数か月あるという

ふうなことも聞いてるんですよ。その間の利

便性が非常に――くまモンＩＣカードをみん

な持てば問題ないんですけれども、やっぱり

それを持ってない方もいらっしゃいます。そ

の辺のタイムラグというか、それは実際ある

んですか。 

 

○坂本交通政策課長 機器更新に伴いまし

て、一定期間くまモンＩＣカードは使えるけ

れども全国系が使えない時期があるという話

は、これまでの議論の中でも認識をしており

ます。 

 ですので、委員おっしゃるように、今大事

なことは、それが始まる部分というのをしっ

かりと県民の皆様にも周知、理解をいただい

て、できれば円滑に他の決済手段にもできる

し、そこに対して、県民の皆様が不安なくや

っていただけるような周知というのを、事業

者はもとより、県それから市も挙げてきちっ

と説明をしていく必要があると考えておりま

す。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 公共交通の利便性を、今回の

件もＩＣカードの件も、若干損なうような動

き。これは財政的な問題とか機器の問題、こ

れは仕方ない問題でありますけれども、そう



第8回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（令和６年９月27日) 

 - 12 - 

いったことで非常に残念ですが、やっぱりそ

ういったきちんと何かつなぎを、その分の代

替措置というのができるように、できるだけ

その不便をかける時間を短くできるような取

組もぜひお願いしたいと思います。その辺の

周知もしっかりとやっていただくように、こ

れはお願いしておきます。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○髙島和男委員 41ページ、そらよかエリア

でございます。 

 先ほど前川委員がおっしゃいましたけれど

も、ちょっと私も関連してお尋ねしたいと思

うんですが。10月の26日に開業するというこ

とで、これももう前倒しでオープンというこ

とで、本当に喜ばしいことだと思うんですけ

れども、その経緯をちょっと教えていただき

たいと思うんです。ダイニングのほうは４店

舗ということで間違いないのか、そして、こ

の店舗の選出、選び方というのは、熊本国際

空港株式会社が選定をされたのか、ちょっと

１点、そこだけ確認したい。 

 

○坂本交通政策課長 ダイニングの店舗数に

つきましては、現在、ポーたまのところとハ

ンバーグ屋さんの２店舗で、それに加えまし

て、ロイヤルホストさん、台湾まぜそばの店

と菅乃屋さんということで、最終的には10月

26日は計５店舗の予定でございます。 

 業者の選定につきましては、これはＫＫＩ

ＡＣが全て営業から、その交渉から、契約か

ら、ＫＫＩＡＣのコンセッションに基づいた

業務範囲の中で選定をされているという状況

でございます。 

 

○髙島和男委員 この５店舗の中で、県下の

資本、熊本県内の資本というのは、菅乃屋さ

んはもちろん私たちも分かるんですけれど

も、そのほかの４店舗というのはどうです

か。 

 

○坂本交通政策課長 基本的には、ロイヤル

ホストさんも県外と認識しておりますので、

そういう意味では、いわゆる県内の地場とい

うところでは菅乃屋さんだけだと現状は思っ

ております。 

 

○髙島和男委員 というのは、搭乗口入って

からの店舗というのは、やっぱり県内の資本

のお店というのが随分多かったという感じが

ありまして、そして、やっぱり熊本空港でお

土産を買って、熊本の食材というのはこんな

においしいんだということで、熊本を旅立っ

ていかれます。 

 そういう中で、このそらよかエリアという

のは、空港の発着を利用される方以外に、当

時のコンセプトとしては、空港に遊びに来て

いただく、空港で遊んでいただく、食を楽し

んでいただくというのだったかと思うんです

けれども。私の感覚からするならば、やはり

搭乗口の中と同じように、県下で、情報番組

等々でいろんな紹介があっておりますけれど

も、まだまだ私たちが知らない隠れたおいし

いお店がある、食材を扱っているお店があ

る、そういうところが、なぜここに出店がで

きなかったのかなということを、県下の資本

の店が選ばれなかったのかなというのが若干

残念なんですけれども、いかがでしょうか。 

 

○坂本交通政策課長 出店の部分につきまし

ては、いろんな飲食店としての出店の条件で

ありましたり、そういった部分について、そ

れぞれに御判断の上の交渉だとは理解してお

りますけれども、我々としても、やはりでき

るだけ県内のいろんな事業者の方がこの空港

を使っていただきたいという思いはございま

す。ですので、委員御指摘の、もちろんその

出店という形もございますし、あるいは、せ
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っかくできたそらよかのこのスペースで、い

ろんな取組の中で、そういった県内の方々

が、例えばいろんなものを出展したりだと

か、そういった機会があるようなイベントな

どございますかと思います。そういった形も

含めまして、熊本国際空港株式会社さんに

は、いろんな形で、県内のそういった商品の

紹介であったりというのができるような形を

配慮いただくように、いろんな形でお願いは

していきたいと思います。 

 ただ、出店に関しましては、やはり、運営

会社である空港運営会社さんと、その出店を

交渉される、検討される方々の民民のお話し

合いだと思いますので、いろんなお考えがあ

っての結果としてこういう結果になっている

という状況だと思います。 

 以上です。 

 

○髙島和男委員 結果としてこうなっている

ということでございますけれども、やはり、

いろんな場面、場面、局面で県下の事業者さ

んを大事にしようというのが、我々、我々と

言っちゃあれですけれども、基本の方針だと

思いますので、ぜひそこは改めてまた認識を

していただきたいと思います。 

 もう１点いいですか。 

 

○緒方勇二委員長 はい、どうぞ。 

 

○髙島和男委員 同じこのそらよかエリアの

話なんですが、ビジターセンターで肥後銀行

が教育テーマパークということでございま

す。これは、敷地面積からすると、この図で

いくと随分大きい、広い敷地面積だと思うん

ですが、具体的にどういうことがここで行わ

れるのか。県民、訪れた方々に対して、どう

いうサービスがあるのか教えていただきたい

と思います。 

 

○坂本交通政策課長 この肥後銀行さんがや

られるＳＤＧｓパークにつきましては、基本

的には、例えば子供たち、学校であったり、

そういったところの社会的な見学旅行であっ

たり、研修であったり、そういった形の中で

いろんな体験ができるところを、教育機会の

提供として利用していただくという形を想定

したものがメインだと聞いております。子供

たちの教育であったり、脱炭素であったり、

あるいは資源の問題だったり、そういったも

のを、幅広く教育という形で入館いただいて

体験できる施設だと聞いております。 

 

○髙島和男委員 何となくあんまりイメージ

が沸いてこないんですけれども。資料とか、

いろんな何か展示物があって、そして、そこ

に何か説明する人たちがいらして、それは平

日でも時間帯は自由に見学ができるのか、教

えていただけるのか、そこら辺はどうなって

るんですかね。 

 

○坂本交通政策課長 私も実は肥後銀行さん

の今度オープンしますという報道ベースの資

料で確認している状況でございますので、詳

しいところはまたきちっと私も確認した上で

御説明させていただきたいと思います。基本

的には、子供たちであったりの教育の場とい

うことを中心に、テーマパークとして、入場

料を取って体感いただくという、それを例え

ば、学校で行くなら学校で行事に組むような

形で体験していただくという施設と伺ってお

ります。 

 

○髙島和男委員 入場料を取るわけですね。 

 

○坂本交通政策課長 そこはきちっとちょっ

と確認をいたしまして御説明をいたします。 

 

○髙島和男委員 仮にその入場料を取るので

あれば、それに見合うようなきちっとした施

設でなからんといかぬでしょうし、子供がそ
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ういう授業で行くのも入場料を取るのか。そ

こら辺はきちっとやっぱり整理整頓した上

で、また何らかの機会で御説明をいただきた

いと思います。これは要望です。 

 

○藤川隆夫委員 また阿蘇くまもと空港に関

連する話なんですけれども、前回の委員会の

中で、実は多くの飛行機を今誘致する流れの

中で、グランドハンドリングの問題と燃料の

問題があったと思います。国際線のほうが12

月から33便で、現在国内線が毎日40便という

形で、そういう意味において、先ほど言った

グランドハンドリングの問題、燃料の問題と

いう、これはもう既に解決をしてるのかとい

うのと、この空港のキャパシティーという

か、一体どの程度まで現状は耐えられるよう

な状況にあるのか、ちょっと分かれば教えて

ください。 

 

○坂本交通政策課長 まず、燃料の問題につ

きましては、今、新規就航が進んでおります

けれども、熊本空港につきまして、就航いた

だいているところについては、きちんと燃料

問題をクリアした上で就航の計画を出してい

ただいておりますので、そこはある程度足元

の状況としてはクリアできているという状況

でございます。 

 それから、ハンドリングにつきましても、

もちろんこれは、ハンドリングがきちっとで

きると委託会社との契約が済んでの状況で

す。ただ、今、ほかにも複数の就航の希望等

あっておりますけれども、そこにつきまして

は、やはりグランドハンドリングの問題、そ

れからカウンターでありましたり、いわゆる

スロットの問題であったり、同時に飛行機は

入れませんので、そういった部分の問題とい

うのはいろいろ空港運営会社のほうでやりく

りをしながら今、増便を進めているというこ

とでございます。 

 今、直ちにこれ以上の増便が無理になると

いう状況ではないんですけれども、今後こう

いった状況が続く中では、我々としても、施

設の充実については、引き続き空港運営会社

さんにも情報を取りながら、意見交換してい

きたいと考えております。 

 

○藤川隆夫委員 今の説明では、現状は大丈

夫だけど、これから先に関しては、企業努力

も必要だし、様々な形でやっていかないと厳

しい部分も出てくるかもしれないという話だ

ったかというふうに思います。どちらにし

ろ、これからやっぱり増便というのは当然あ

るし、貨物便もこれから増えてくるというふ

うに考えておりますので、そういう意味にお

いては、人の手当て、燃料の手当て、あるい

は会社と県もきちっと連携を取りながら、手

伝える部分は手伝っていくという形でやって

いっていただければと思いますので、よろし

くお願いします。 

 もう１点、あわせてこれに関して、国際線

のほうの搭乗率が極めて現状高いような状況

が続いているかというふうに思っております

けれども、今、これから韓国線も増えてくる

流れの中で、インバウンドはいいんだけど、

実はアウトバウンドが一体どういうふうな状

況になっているのか。このアウトバウンドが

ある程度堅調に推移していかないと、最終的

には、また以前と同じように、就航取りやめ

みたいな話になってくるというふうに考えて

おりますので、現状のアウトバウンド、各路

線においてある程度分かっていれば教えてく

ださい。 

 

○坂本交通政策課長 アウトバウンドについ

て、路線ごとの足元の状況でございますが、

まず、台北線につきましては、昨年度は15～

16％、多いときは20％ぐらいいっていた状況

なんですが、足元としては、今、大体10％ぐ

らいの状況でございます。ただ、搭乗率自体

は下がってないんですけれども、インバウン
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ドのほうが少し台北については増えていると

いう状況。それから、ソウル線につきまして

は、こちらは、今、現状でいきますと、アウ

トバウンドの状況が、８月、夏休みというの

もありますけれども、15％いっておりますの

で、これにつきましては、昨年度非常に一桁

で低かったので、ソウル線に関しては、アウ

トバウンドが足元では増えてきている状況で

ございます。 

 香港線につきましては、どうしてもアウト

バウンドは少ないんですけれども、現状、足

元で４％程度という状況でございます。 

 以上です。 

 

○藤川隆夫委員 最終的に、先ほど言ったよ

うに、アウトバウンドをある程度増やしてい

かないと、さっき言ったような話になりかね

ないので。現状はインバウンドでもっている

というような状況だろうと思いますので、ア

ウトバウンドに関しては、県としてもいろん

な形で施策も打ちながらやられているという

ふうに考えておりますけれども、ある意味、

この部分をさらに強化していかないと、最終

的に路線がなくなってしまうということにな

りかねませんので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○南部隼平委員 63ページの都市圏の渋滞解

消に関して、鎌田先生も少し聞かれました

が、２点ちょっと確認をさせていただきたい

んですけれども。大西熊本市長とトップ会談

をされました。このトップ会談というのは、

今後継続的に行っていくものなのか、ただ単

発で行っただけなのか、その今後の予定等も

含めてちょっと確認したいのが１点。あと、

テレワーク、少し話が出てましたけれども、

テレワークも、今、熊本市役所、県庁、熊本

市の最も従業員が多いのが県庁と市役所なん

で、そこをするというのは非常に効果が高い

と思うんです。これに関しても、その検証を

今後どのように行っていくのか、これをやっ

た後に、どういう効果があった、実際に渋滞

の時間とか距離とか、そこまでやるのか、先

ほど言ってたアンケートとか、そういったも

ので対応するのかという、２点、確認をさせ

てください。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課です。 

 トップ会談についての御質問ですが、まず

は１回目を開きましたが、年内をめどにもう

１回開きたいということを考えております。 

 それから、定期的に県市調整会議というの

もございます。今後は、そっちに移行してい

くのか、あるいはトップ会談を継続して開く

のかというのは未定でございます。 

 以上です。 

 

○坂本交通政策課長 時差出勤、テレワーク

の検証につきまして、現在の検証期間は９月

30日まで、今月いっぱいとなっております。

これにつきましては、できるだけアンケート

調査等ももちろんなんですけれども、数字と

してどう取れるのかという部分について、い

ろんな形で県警さんとかとも相談をしなが

ら、できるだけ、減ったのか、減ってないの

かというのが目に見えるような形で検証がで

きないかなということで今進めているところ

でございます。 

 もちろん、それにつきましては御報告が必

要だと考えております。 

 以上です。 

 

○南部隼平委員 ありがとうございます。 

 トップ会談に関しては、知事のマニフェス

トにも、熊本都市圏で熊本市は外出しで書い

てあるぐらい、やっぱり熊本市が非常に大事

だと思います、渋滞解消については。 
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 なお、今の議会でも、市議会でも市電の延

伸、これも議題に上がってます。こういった

ものも含めて、県と市でしっかり連携をし

て、公共交通を２倍にするということで、本

当大胆な目標を掲げていただいているので、

そこも含めて。そして、あともう１点が、や

っぱりトップ同士が話すというのはかなりイ

ンパクトがありますので、そういった意味

で、しっかり連携をしていくというのを示し

ていくことは非常に大事だと思いますので、

ぜひお願いしたい。検証に関しては、１か月

間のテレワークということで、今後それを継

続していくのか、はたまた先ほど鎌田先生が

言われていたみたいに、公共交通、我々も含

めて公共交通を使ってこの県庁に来るとか、

そういったことも含めてやっぱり考えていか

ないといけないのかなと思います。今のお話

だと、恐らく具体的にどういうふうな検証を

というのは、そこまで多分深くはもともと計

画はされてなかったのかなというふうに認識

してますけれども、そういった結果を検証し

て、より県内、市内の企業にそれを勧めてい

ただく、協力していただくためには、やっぱ

りそういった数値のデータが非常に大事にな

ると思いますので、そこも含めて今後検討い

ただければと思います。 

 要望でいいです。 

 

○池田和貴委員 すみません、関連して。 

 今、南部委員のほうから御指摘がありまし

たように、せっかく県と市で率先行動をやっ

てもらって、その結果がどうなったかという

のはすごく大事な視点だと思います。 

 前回の６月のこの委員会で私も申し上げま

したが、道路の混み具合については、県警察

のほうで、いわゆるＭＩシステムを含めて、

デジタルデータとしてずっと毎日取られてい

るデータがあるわけですよね。そういったも

のが活用できないかとか、先ほど南部委員が

おっしゃったように、やっぱり数字で見るこ

とは非常に明確で分かりやすいので、今県が

持ってるような、そういういわゆる交通のデ

ータ、新たに取ることもあるんですけれど

も、既存にあるやつで、どうやって図ってい

くかとか、そういったことも検討されたらい

かがなんじゃないかなというふうに思ってお

ります。 

 もしそれまで考えてらっしゃるんであれ

ば、それはそれですばらしいことだというふ

うに思いますが、やはりデジタル社会になっ

ていく中で、今の仕事の改善にデジタルを使

うのもそうなんですけれども、そういう評価

を図るとか、そういったものも、既にある、

いわゆる県が所有している、また県が見るこ

とができるデータを活用していくという視点

も見ながら、ぜひやってもらえればいいかな

というふうに思っております。その辺は、そ

こまで考えてたかどうかだけちょっと聞かせ

てもらっていいですか。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課です。 

 今回のトップ会談においても、我々行政が

取り組んでいる施策について、しっかり県

民、市民に見える化を図っていく、それも数

字でもって分かりやすく、県民、市民の不安

を解消していくということが、知事、市長の

下で、意見交換の中で合意が図られたところ

でございます。 

 委員おっしゃるとおり、昨今のデジタル社

会の中において、県民、市民がもっと分かり

やすいデータでもって、いかに渋滞が解消さ

れていくかを、身をもって分かるような形で

随時情報提供していきたいというふうに考え

ております。 

 以上です。 

 

○池田和貴委員 はい、分かりました。 

 トップ会談でもそういうお話が出たという

ことと、今、松田課長の御説明で皆さん方の

方向性というのが確認できたので、ぜひ頑張
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っていただきたいと思うんです。ただ、やっ

ぱりここで一つ懸念するのは、このデジタル

化の移行の時期というのは、既存の業務をや

りながら、デジタル化の移行も同じ部署でや

っていかざるを得ないというところがあっ

て、このときって、やっぱり相当その現場で

やられてるところは大変だと思うんですよ

ね。ということは、やはりそのときの人の手

当てとかは庁内でできるのかとか、庁内でで

きなかったら外部の力を借りて、そういった

仕事が急に増えるとか、新たなことをやると

かというときは、やっぱり考えながらやった

ほうがいいんじゃないかなというふうに思い

ます。 

 頭で考えたことを実際に仕事として実行し

ていくときには、やっぱりそこの人的なリソ

ースをどう確保するかということも、ぜひ一

緒になって考えていただければと思います。

皆さん方はそう考えてると思うので、多分人

事課とか、これは総務とか、そっちのほうに

もしっかりと言っていかなきゃいけないこと

だと思うので、そこは両部長、ぜひそういう

ことも――いろんな部署でも同じようなこと

があると思うんですけれども、そういう問題

意識を持ってやっていただければと思ってお

ります。 

 これは要望でございます。 

 

○前川收委員 関連で、せっかく交通部長も

お見えいただいております。これまで、今こ

こに62ページに書いてありますように、新交

通管理システムであったり、交通情報管理提

供システムとか、今いろんなお話があったデ

ジタル的なものを使いながら、交通管理、特

に信号の制御等々に頑張っていただいており

ます。以前にもここで議論があったと思いま

すが、信号の制御の仕方一つで、かなり渋滞

が解消される可能性があるというお話があっ

た。そういうもののデータをしっかり取るた

めのシステムと、一部はですね、そういうも

のだというふうにも思ってますが、具体的

に、これらのものが活用されて、渋滞がこう

やって解消されてますと、ゼロじゃなくて

も、少なくなってますというような、そんな

事例があれば簡単でいいんですけど、教えて

もらえればと思ってます。 

 大事な部分として、ハード整備じゃなくて

も、やっぱり今ソフトのほうでやれるという

部分の一番大きな部分は、多分信号制御だろ

うなというふうに思ってまして、その点を聞

きたいんです。お願いします。 

 

○内田交通部長 今信号制御のお話がありま

した。好事例といたしましては、熊本市と実

施しました関係で、けやき通りと浜線バイパ

スが交わる交差点ですとか、南熊本駅付近で

浜線バイパスが白山通りと交わる交差点で、

道路管理者である市とともにやった件があり

ます。 

 これは、全く用地買収等をしませんで、既

存の交差点の中に引いてあります区画線、い

わゆる右折レーンですとか直進レーンを、交

通量を調査することによって、ちょっとここ

は直進より右折が多い、右折の車両が直進車

両を阻害しているというようなことが分かり

ました。それを解消するために、まず右折レ

ーン、直進レーンの見直し、それと、それに

合わせた信号の現示の見直し等を行いました

ことによりまして、朝の熊本市内方向に向か

う渋滞がそれぞれ解消されました。また、け

やき通りにおきましては、けやき通りから浜

線バイパスに出る車両が非常に右折がしづら

いというのがあったんですけれども、ここに

つきましても改善されたということがござい

ます。 

 ただ、一度改善して、その後ずっとそこが

そのまま交通流がスムーズかと申しますと、

やはり、その道がスムーズに朝から出勤でき

るようになったなということを知ったドライ

バーの皆様が、またそこに戻ってこられると
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いうことで、また繰り返しそこの検証をやっ

ていかなければならないというところが、な

かなか我々も大変なところではございます

が、そういう皆様から、ここの交差点どうに

かならないのかという御要望等ありましたと

きには、道路管理者等と協力いたしまして、

信号制御、区画線の見直し等も行っていると

ころでございます。 

 

○前川收委員 はい、ありがとうございま

す。そういう実例を言ってもらうと、とても

ありがたいし、動いてるなということがよく

分かります。 

 県、市のトップ会談は、当然トップ同士の

話であろうと思いますけれども、県、市の連

携会議をこれからやっていくという話の中に

おいては、当然県警もお入りいただいている

ものだと思ってますが、そこの連携もしっか

り深めてやっていただければありがたいなと

思います。信号の改善一つで本当に今、解消

されるものもありますから、早くソフトでで

きるやつは、まずはそっちからということだ

と思います。 

 その際、県警の方がいらっしゃらないと話

にならないと思います。それはちゃんと入っ

てらっしゃいますか、連携会議には。 

 

○宮島土木部長 県警さんとの連携につきま

しては、本年度発足しました推進本部、こち

らのほうでもしっかり強めていこうという方

向でやっておりますし、近年、ちょうど３年

ぐらい前から取り組んでいる、例えば光の森

の信号制御ですね。こちら、光の森の中が信

号が非常に短い区間で連続しているというこ

とで、これはやはり県警さんとしっかりやり

取りしながら、これは日常業務としてやり取

りしながら信号制御の改善を行ったというこ

とで、現時点ではまだ信号制御のみを少し改

善しただけで、渋滞長が300メートルほど短

くなったという事例もございます。 

 ただ、さらに植樹帯の一部を少し削り取っ

て、もう少し右折レーンを長く取るとか、そ

ういうことでさらに改善が見込まれますの

で、こういったことも、また県警さんといろ

んな信号現示の調整と併せて、改良のほうも

しっかり取り組んでまいりたいというふうに

思ってます。 

 

○前川收委員 しっかり連携を深めてやって

ください。お願いです。 

 以上です。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 なければ質疑はこれで終了いたします。 

 次に、議題３、付託調査事件の閉会中の継

続審査についてお諮りいたします。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき、議長に申し

出ることとしてよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○緒方勇二委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他として何かありませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○緒方勇二委員長 ないですね。 

 なければ、本日の委員会はこれで閉会いた

します。 

  午前11時10分閉会 

 

 

熊本県議会委員会条例第29条第１項の規定

によりここに署名する 

  高速交通ネットワーク整備推進特別委員

会委員長 
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